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秋田銀行の概要（単体） （平成24年3月31日現在）

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

株式会社 秋田銀行　The Akita Bank, Ltd．
秋田県秋田市山王三丁目２番１号
明治１２年（１８７９年）１月
2兆5,893億円
2兆3,885億円
1兆4,472億円
141億円
193,936千株
11.38％（国内基準）
A+（JCR）
1,527名
本支店・出張所99か所（秋田県内84、秋田県外15）

名 称
本 店 所 在 地
創 　 業
総 資 産
預金・譲渡性預金
貸 出 金
資 本 金
発 行 済 株 式 数
自 己 資 本 比 率
長 期 格 付
従 業 員 数
店 舗 数

Profile

ATMネットワーク

秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

秋田市庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

保戸野

いとく新国道店

高陽

サンライフ秋田

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

イオン御所野店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

茨島

ナイス割山店

公立美術工芸短期大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく将軍野店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

土崎南

イオン土崎港店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市天王庁舎

マックスバリュ天王店

潟上市昭和庁舎

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

能代市役所

いとく通町店

イオン能代店

能代工業団地

コメリ能代店

テラタ向能代店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

いとく能代南店

島田病院

山本地方総合庁舎内

いとく二ツ井ショッピングセンター

　　　＋

　　　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日

土日★

土

土日　＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土　　
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　　　＋
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土日★
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　　　＋
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土日★
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土　　＋

土日★

土日★

土日★

土日★＋

土　　＋

土　　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

　　　　　＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日★

土日★

土　　＋

土日★

土日★

土日★

　　　＋

土日★＋

土日★＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日★

土日★＋

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土日★

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

セイコーインスツル

パワー大曲店

グランマート中通店

仙北総合支所

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

ユーマート大塚店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピータウン

横手西

横手卸センター

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

コメリ本荘出戸町店

マックスバリュ本荘店

グランマート本荘南店

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟
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土日★

土日★＋

土日★

土日★

土日★

土日★

土日★

土日★＋

　　　＋

土日★＋
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　　　＋

（平成24年6月30日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー

　　（土曜日が祝日でもご利用いただけます。ただし、※は、祝日の場合休業いたします)
日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー　★…休日19時まで稼働キャッシュサービスコーナー
 ＋…視覚障害者用ATM設置コーナー
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平
素
よ
り
秋
田
銀
行
を
ご
利
用
、
お
引
き
立

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｋ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
当
行
に
対
す
る
ご
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
度
、
内
容
を
大
幅
に
刷

新
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
形

に
ま
と
め
た
新
た
な
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
当
行
の
経
営
方
針
や
地
域
に
対

す
る
思
い
、
最
近
の
業
績
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
ご
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

■「
あ
き
ぎ
ん
E
v
o
l
u
t
i
o
n

　
　

<

２
n
d 

S
t
a
g
e>
」を
折
り
返
し
て

　

当
行
で
は
、「
輝
き
と
存
在
感
を
持
っ
て
、

お
客
様
と
地
域
か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
る
銀
行
」
を

中
期
的
に
目
標
と
す
る
姿
に
掲
げ
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
平
成

22
年
度
を
初
年
度
と
す
る
３
か
年
の
中
期
経

営
計
画「
あ
き
ぎ
ん
E
v
o
l
u
t
i
o
n <

２

n
d  

Stag
e>

」に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、「
収
益
の
増
強
」、「
組
織

の
強
化
」、
そ
し
て
「
地
域
発
展
へ
の
貢
献
」

を
重
点
方
針
と
し
て
、
地
域
の
お
客
様
へ
の
充

実
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
最
適
な
ご
提
案
・

ご
支
援
、
さ
ら
に
は
地
域
の
持
続
的
な
成
長
に

貢
献
す
べ
く
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
育
成

な
ど
に
取
り
組
み
、
折
り
返
し
と
な
る
23
年
度

は
、
預
金
・
貸
出
金
と
も
順
調
に
増
加
し
、

概
ね
計
画
ど
お
り
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

トップメッセージ

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
続
け
る

「
輝
き
と
存
在
感
の
あ
る
銀
行
」へ

取締役頭取

AKITA
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REPORT

計画期間／平成22年度～24年度　あきぎんEvolution ＜2nd Stage＞ ～進化の具現、輝きと存在感のある銀行への到達

❶営業力の強化

❸生産性の向上、コスト削減

❷有価証券運用における安定的な収益の確保

❹不良債権の圧縮、与信費用の削減

収
益
の
増
強

❶戦略遂行能力の向上

❸組織の活性化

❷経営管理態勢の強化

組
織
の
強
化

❶地域産業の成長支援

❸より質の高い金融サービスの提供

❷地域企業の再生支援、地域の金融円滑化

❹ＣＳＲ活動（本業を超えた社会貢献）の推進

地
域
発
展
へ
の
貢
献

重点方針と基本戦略

02



■
輝
き
と
存
在
感
の
あ
る
銀
行
へ
の
到
達

　
一
方
で
、
23
年
度
ま
で
の
２
年
間
に
お
い
て

は
、
過
去
に
類
を
み
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
や
歴
史
的
な
水
準
に
達
し
た

円
高
な
ど
、
わ
ず
か
な
期
間
に
急
激
な
変
化

が
生
じ
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
当
行
で
は
、
地
域
経
済
の
早
期

回
復
、
お
客
様
の
経
営
安
定
に
向
け
、
資
金

面
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支
援
に
全
力
で
取

り
組
み
、
地
域
に
お
け
る
円
滑
な
金
融
仲
介

機
能
の
維
持
、
地
域
経
済
の
安
定
に
多
少
な

り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

24
年
度
は
中
期
経
営
計
画「
あ
き
ぎ
ん

E
v
o
l
u
t
i
o
n  <

２
n
d  

S
t
a
g
e>

」

の
最
終
年
度
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境

に
お
い
て
は
、
当
行
の
使
命
と
し
て
文
字
ど
お

り「
進
化
＝
E
v
o
l
u
t
i
o
n
」を
果
た
し
、

計
画
目
標
の
達
成
は
も
と
よ
り
、「
輝
き
と
存

在
感
の
あ
る
銀
行
」
に
到
達
す
る
よ
う
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
へ
の
思
い

　

当
行
の
創
業
は
明
治
12
年
で
す
が
、
石
油
、

鉱
山
、
木
材
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
つ
つ
も

産
業
・
経
済
面
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
た
当
時
の

秋
田
県
に
あ
っ
て
、「
産
業
を
興
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
」
と
い
う
の
が
当
行
創
業

の
趣
旨
で
あ
り
、
地
域
と
と
も
に
地
域
の
「
未

来
」
を
思
い
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
精
神
と
行

動
は
現
在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地
域
の
発
展
と
と

も
に
栄
え
る
。

　
お
客
様
と
地
域
を
見
つ
め
、
未
来
を
思
い
、

当
行
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
地
域
共
栄
」
を

こ
れ
か
ら
も
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
続
け
て
い
く
輝
き
と
存
在
感
の

あ
る
秋
田
銀
行
で
あ
る
た
め
に
、
今
後
と
も
役

職
員
一
同
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
、

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

T
o
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地 域 経 済 振 興

住　
　

所
：
秋
田
県
横
手
市
雄
物
川
町
今
宿
字
高
花
1
5
番
地　

代
表
取
締
役
：
大
井 

永
吉

製
造
品
目
：
多
機
能
性
乳
酸
菌
健
康
食
品
、衛
生
用
ケ
ア
商
品
、化
粧
品
、家
畜
用
乳
酸
菌
飼
料
お
よ
び

　
　
　
　

 

畜
舎
衛
生
用
品
、愛
玩
動
物
用
フ
ー
ド
等

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と
と
も
に
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・
育
成
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
同
社
の
ほ
か
、
秋
田
県
、
あ
き
た
企

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
４
者
間
で
、
同

年
７
月
に
「
農
業
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
１１
月

に
は
、「
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」
の
育
成
に
向
け
、「
秋

田
な
ら
で
は
」の
２
社
、
１
団
体
、１
事
業
を

支
援
先
と
し
て
選
定
し
た
。
そ
の
な
か
の
ひ
と

つ
が
こ
の
「
Ｎ
Ｓ
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
」
で
あ
る
。

　

担
当
す
る
の
は
営
業
本
部
地
域
サ
ポ
ー
ト

部
。「
Ｎ
Ｓ
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
は
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
た
、
優
れ
た
素
材
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
活
か
し
事
業
と
し
て
軌
道
に
乗
せ
、
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
銀
行
業
の
枠

　

酒
造
り
に
適
し
た
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
米
造

り
が
盛
ん
な
横
手
盆
地
に
位
置
す
る
横
手
市
雄

物
川
町
。
こ
の
地
で
大
正
９
年
に
創
業
、
最
盛

期
に
は
８
千
石
（
一
升
瓶
で
80
万
本
）
も
の
出

荷
を
誇
っ
た
の
が
、「
館
の
井
」
の
銘
柄
で
知
ら

れ
た
沼
舘
酒
造
だ
。
清
酒
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
平
成
20
年
に
惜
し

ま
れ
つ
つ
も
廃
業
し
た
後
、
昔
な
が
ら
の
こ
の

建
物
で
い
ま
、
革
新
的
な
乳
酸
菌
の
開
発
事
業

が
進
ん
で
い
る
。

　

秋
田
銀
行
は
平
成
２３
年
か
ら
、
農
業
関
連

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
野
村
ア
グ
リ

◎
横
手
市
雄
物
川
町

N
S
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

応

援

し

ま

す

！

秋

田

の

輝

く

星
昔
な
が
ら
の
造
り
酒
屋
で
、

昔
な
が
ら
の
造
り
酒
屋
で
、

革
新
的
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

革
新
的
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

昔
な
が
ら
の
造
り
酒
屋
で
、

革
新
的
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
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社屋外観。昔ながらの木造の建物内には、酒蔵当時の設備が現
在も残っており、乳酸菌の培養に使われている。

酒
蔵
か
ら

N
S
乳
酸
菌
の

培
養
へ
。

う
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
県
内
蔵
元
や
小
売
店

が
共
同
出
資
し
て
組
織
し
た
秋
田
県
酒
類
卸
で

は
、
市
場
の
急
速
な
収
縮
と
い
う
厳
し
い
現
実

を
見
据
え
、
新
た
な
収
益
を
生
む
新
規
事
業
へ

の
取
組
み
を
始
め
た
。
当
時
、
廃
業
し
た
沼
舘

酒
造
の
蔵
と
工
場
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

た
こ
ろ
知
り
合
っ
た
の
が
、
日
本
で
の
乳
酸
菌

開
発
と
、
そ
の
事
業
化
を
模
索
し
て
い
た
科
学

者
の
金
鋒
博
士
だ
っ
た
。
沼
舘
酒
造
の
工
場
と

蔵
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
博
士
が
施

設
に
惚
れ
込
み
、
秋
田
県
酒
類
卸
の
乳
酸
菌

事
業
へ
の
進
出
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
生
ま
れ
の
金
博
士

は
、
東
京
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
現
在
、

北
京
に
あ
る
中
国
科
学
院
心
理
研
究
所
・
中

国
科
学
院
心
理
健
康
重
点
研
究
室
で
教
授
を

務
め
て
い
る
。
２
０
０
３
年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
呼

ば
れ
る
新
型
肺
炎
が
流
行
し
た
こ
ろ
か
ら
、
病

原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
乳
酸
菌
の
予
防
効

果
を
研
究
。
人
間
を
は
じ
め
動
物
は
バ
ク
テ
リ

ア
と
共
生
す
る
生
き
物
で
あ
り
、
バ
ク
テ
リ
ア

の
一
種
で
あ
る
乳
酸
菌
は
、
そ
の
な
か
で
も
優

れ
た
菌
で
、
消
化
管
や
呼
吸
器
な
ど
を
保
護
す

る
こ
と
で
病
原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
人
体
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
研

究
開
発
に
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル

で
野
生
の
菌
を
採
取
し
、「
Ｎ
Ｓ
乳
酸
菌
」
の

開
発
に
成
功
。
こ
れ
を
日
本
で
事
業
化
し
た
い

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

沼
舘
酒
造
は
、
古
い
木
造
の
建
物
で
あ
り

そ
こ
で
使
用
し
て
い
た
道
具
類
も
木
製
で
あ
っ

た
。
昔
な
が
ら
の
酒
造
り
を
守
っ
て
き
た
沼
舘

組
み
を
超
え
て
広
い
視
野
に
立
っ
た
支
援
が
必

要
と
な
る
。
素
材
の
持
つ
価
値
を
い
か
に
高
め

て
い
く
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
販
路
拡
大
策
や
Ｐ

Ｒ
戦
略
な
ど
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
議
論
を
重

ね
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
」
と
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
な
支
援
に
取
り
組
む
。
画
期
的
な
開
発

事
業
は
、
取
引
先
と
銀
行
が
ま
さ
に〝
二
人
三

脚
〞で
進
ん
で
い
る
。　

蔵
に
棲
む
多
様
な
菌
に
囲
ま
れ
て
、

乳
酸
菌
を
培
養

　

伝
統
あ
る
酒
蔵
で
乳
酸
菌
を
培
養
す
る
こ
と

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
あ
る
出
会
い
が
あ
っ
た
。

　

昨
今
、
清
酒
の
販
売
量
は
最
盛
期
の
３
分
の

１
に
ま
で
減
少
。
酒
ど
こ
ろ
と
謳
わ
れ
る
秋
田

に
お
い
て
も
、
県
内
で
消
費
さ
れ
る
酒
量
は
年

４
パ
ー
セ
ン
ト
の
勢
い
で
減
少
し
て
い
る
と
い

昔
な
が
ら
の
造
り
酒
屋
で
、

革
新
的
な
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

き
ん
ぽ
う
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「ＮＳ乳酸菌」を使用したサプリメント、化粧水、石鹸。

応 援 し ま す ！ 秋 田 の 輝 く 星地 域 経 済 振 興

ば
ず
様
々
な
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
作
用
す
る
た
め
、

大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
造
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
だ
。

　
Ｎ
Ｓ
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
培
養
し
た
「
Ｎ

Ｓ
乳
酸
菌
」
を
健
康
食
品
や
化
粧
品
の
原
料
と

し
て
メ
ー
カ
ー
に
提
供
す
る
ほ
か
、
農
畜
産
物
の

生
産
用
と
し
て
も
商
品
化
を
進
め
て
い
る
。
サ

プ
リ
メ
ン
ト
や
乳
酸
菌
飲
料
な
ど
、
す
で
に
販

売
が
始
ま
っ
た
商
品
も
あ
る
。

　
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
で
は
、「『
Ｎ
Ｓ
乳
酸
菌
』

の
培
地
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
米
、
大
豆
、
り

ん
ご
な
ど
を
使
っ
て
お
り
、、
栄
養
素
や
香
り
に

お
い
て
各
々
の
特
徴
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
今
後
、

養
豚
、
養
鶏
な
ど
の
飼
料
と
し
て
消
費
が
拡
大

し
て
行
く
こ
と
で
、
原
料
と
な
る
地
元
農
産
物

の
生
産
が
増
え
る
と
い
う
好
循
環
も
期
待
で
き

る
」
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
も
視
野
に
入
れ
る
。
一
方

で
「
販
路
開
拓
に
向
け
た
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン

デ
ィン
グ
を
は
じ
め
、
販
売
先
の
確
保
な
ど
、
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
販
路
開

拓
に
お
い
て
は
銀
行
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
活
き
て
く
る
。
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
は
、
野
村
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
専
門

的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
連
携
機
関
の
持
つ
強
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
な
が
ら
、
一つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア

し
て
い
き
た
い
」
と
着
実
な
歩
み
を
進
め
る
。

　
「
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」
育
成
に
向
け
て
動
き
出
し

た
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
への
取
組
み
。
取
引
先
と

地
域
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
新
た
な
視
点

で
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
挑
戦
し
て
い
く
。

酒
造
の
設
備
に
は
、
酒
造
り
を
や
め
た
今
も
目

に
見
え
な
い
酵
母
が
棲
み
付
く
。〝
殺
菌
・
滅

菌
〞が
徹
底
さ
れ
た
現
代
の
食
品
工
場
と
は
対

を
な
す
よ
う
な
建
物・設
備
が
、金
博
士
の
「
菌

と
の
共
生
」
と
い
う
思
想
に
マ
ッ
チ
し
た
。
通

常
乳
酸
菌
は
研
究
所
の
な
か
で
培
養
を
繰
り
返

す
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

無
菌
環
境
で
育
て
ら
れ
た
菌
は
弱
体
化
し
て
し

ま
う
た
め
、
同
じ
菌
で
も
働
き
が
著
し
く
衰
え

る
。
一
方
沼
舘
酒
造
で
は
、
蔵
に
古
く
か
ら
棲

む
酵
母
菌
と
共
生
し
て
、
乳
酸
菌
の
高
い
活
性

が
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
金
博
士
が
発
見
・
開

発
し
た
「
Ｎ
Ｓ
乳
酸
菌
」
を
生
き
た
状
態
で
、

菌
と
共
生
し
な
が
ら
培
養
し
て
い
く
に
は
こ
の

蔵
と
工
場
が
最
適
だ
っ
た
の
だ
。

地
域
経
済
の
好
循
環
を
期
待

連
携
各
機
関
の
強
み
を
活
か
し

課
題
解
決
へ

　
「
Ｎ
Ｓ
乳
酸
菌
」
は
増
殖
が
速
く
、
耐
酸
性

の
た
め
菌
数
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
な
く
腸
に

生
き
た
ま
ま
届
く
の
が
特
徴
だ
。
腸
内
で
硫
化

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
神
経
毒
素
を
作
り
出

す
微
生
物
を
抑
制
し
、
ア
ミ
ノ
酸
の
産
生
効
率

（
物
質
を
生
成
す
る
効
率
）
を
高
め
る
。
小
腸

環
境
改
善
に
よ
る
免
疫
力
の
向
上
や
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
予
防
・
治
療
、
畜
産
向
け
と
し
て

は
畜
舎
環
境
の
改
善
（
悪
臭
抑
制
、浄
化
作
用
）、

肉
質
の
向
上
、
死
亡
率
の
減
少
な
ど
、
そ
の
効

果
は
今
後
さ
ら
に
認
め
ら
れ
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
他
、「
Ｎ
Ｓ
乳
酸
菌
」
は
種
類
を
選
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お
取
引
先
の
海
外
取
引
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、専
門
機
関
と
の
業
務
提
携
や
海
外
商
談

会
の
開
催
な
ど
、活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
は
、当
行
初
の
海
外
商
談
会
と
し

て「
香
港
フ
ー
ド
・
エ
キ
ス
ポ
」へ
秋
田
県
と
共
同
出
展

し
た
ほ
か
、平
成
２４
年
１
月
に
は
、香
港
な
ど
で
の
海

外
取
引
支
援
を
強
化
す
る
た
め「
香
港
貿
易
発
展
局
」

と
業
務
提
携
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
２４
年
５
月
に
は
、駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大
使
館
と
の
共
同
事
業
と
し
て「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

交
流
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

海
外
取
引
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

秋
田
県
経
済
の
未
来
を
担
う
若
手
経
営
者
の

育
成
・
輩
出
を
目
指
し
、平
成
２３
年
１０
月
、「
あ
き

た
未
来
塾
」を
開
講
し
ま
し
た
。

　

一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
明
星
大
学
教
授
関 

満
博

氏
を
塾
頭
に
、県
内
各
地
の
企
業
の
意
欲
溢
れ
る

塾
生
１3
名
が
第
１
期
生
と
し
て
参
加
し
、全
１０
回

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

実
践
的
経
営
を
学
び
な
が
ら
、一
方
で
、全
国
の

経
営
塾
メ
ン
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
生
ま
れ

る
経
営
者
の
大
き
な
輪
が
、県
内
経
済
に
も
良
い

影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

若
手
経
営
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

 

経
営
塾
を
開
講

　

秋
田
県
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
を
軸

に
、地
域
経
済
を
牽
引
す
る
産
業
や「
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」

の
創
出
・
育
成
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
野
村
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
ほ
か
、秋
田
県
、あ
き
た

企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
県
内
各
地
の
産
品

や
地
域
動
向
な
ど
を
調
査
し
、第
１
回
目
の
支
援
先
と

し
て
、N
S
バ
イ
オ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
を
は
じ
め
と

す
る「
秋
田
な
ら
で
は
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
」

４
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
事
業
者
と
と
も
に
事
業
戦
略
立
案
・
販
路
拡
大
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
商
品
開
発
な
ど
、課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
み

地

域

経

済

活

性

化

へ

向
け
た
取
組
み

支援先の一つ
三種町「じゅんさい」事業

関塾頭による講義

株式会社 日本総合研究所 
調査部 主席研究員 
藻谷 浩介氏による講義

インドネシア
経済交流セミナー

香港フード･エキスポ 
秋田県／秋田銀行ブース

連携協定のスキーム

植物工場等農産物
を生産

野村證券

２３年７月
連携協定締結秋田県秋田県

アグリビジネスのノウハウ・
全国ネットワーク

豊富な地域情報・
地域ネットワーク

秋秋

あきた企業
活性化センター
あきた企業
活性化センター

野村アグリプランニング
＆アドバイザリー

NOMURA
Farm

NOMURA Agri Planning & Advisory

13 AKITA BANK REPORT 2012



元
気
にな
れ
る

秋
田
はも
っ
と

藤
原 

清
悦

秋
田
銀
行
取
締
役
頭
取

中
村 

和
雄

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

ヘッ
ド
コ
ー
チ

　

2
0
1
0ｰ

2
0
1
1
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ｂ
ｊ

リ
ー
グ
で
闘
う
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」。ブ
ー
ス
タ
ー

の
熱
い
応
援
を
背
に
、
初
年
度
の
東
地
区
６

位
か
ら
３
位
に
大
き
く
躍
進
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
を
率
い
る
の
は
、地
元
秋
田
出
身
の
「
闘
将
」

中
村
和
雄
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
。
強
い
チ
ー
ム
・
組

織
作
り
の
鍵
は
何
か
、
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
│
そ
れ
ぞ
れ
の
目

線
か
ら
語
り
合
う
対
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

溢
れ
る
情
熱
を

パ
ワ
ー
に
換
え
て

頭
取
：
参
入
２
シ
ー
ズ
ン
目
に
し
て
イ
ー
ス
タ

ン
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
出

す
る
な
ど
、
今
季
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
し
た
。

参
入
当
初
か
ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
本
当
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
１
シ
ー
ズ
ン
目
と
比
べ

チ
ー
ム
の
急
激
な
進
化
に
驚
い
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

や
は
り
「
闘
将
」
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

の
手
腕
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
多
方
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
き
あ

CSR レポート

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
手
腕
と
い
っ
て
よ
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
選
手
が
私
の
考
え
を
相

当
の
と
こ
ろ
ま
で
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
２
位
や
３
位
で

は
や
は
り
面
白
く
な
い
。
特
に
私
は
何
事
も
勝
ち

た
い
性
分
で
、
と
に
か
く
「
勝
つ
」
こ
と
だ
け
を

考
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
「
競
争
」
と
い
う

要
素
が
あ
る
以
上
、「
勝
つ
」
こ
と
の
価
値
は
何

に
も
代
え
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
は

選
手
に
も
常
に
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

頭
取
：
特
に
シ
ー
ズ
ン
前
半
の
破
竹
の
勢
い
か

ら
は
、
応
援
す
る
私
た
ち
も
優
勝
が
現
実
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
結
果
的
に
実
現
で
き
ず
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
敗
因
は
練
習
不
足
、
そ
れ

に
尽
き
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
弱
い
部
分
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
足
り

な
い
と
こ
ろ
、弱
い
部
分
を
認
め
る
こ
と
が
「
勝

つ
」
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
で
、
強
く
な
る

第
一
歩
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
は
教
え
る
こ
と
が
仕
事
で
、
と
こ

と
ん
「
勝
つ
」
と
い
う
こ
と
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
向
き
合
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
か
け
る
時
間

は
人
一
倍
多
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
選
手
に

も
、
私
に
負
け
な
い
く
ら
い
真
摯
に
向
き
合
っ

て
ほ
し
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

対
談

14



取締役頭取

藤原 清悦

プロフィール

ヘッドコーチ
中村 和雄

頭
取
：
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

対
す
る
、
あ
る
い
は
「
勝
つ
」
こ
と
に
対
す
る
情

熱
が
選
手
に
伝
わ
り
、
こ
れ
が
チ
ー
ム
を
変
え

る
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
当
行
に
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

あ
り
ま
す
が
、
部
員
た
ち
は
業
務
時
間
中
は
他

の
職
員
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
、
そ
の
後

夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
日
常
の
仕

事
で
求
め
ら
れ
る
レ
ベル
は
決
し
て
低
く
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
練
習
も
厳
し
い
も
の
で
す
の
で
、
そ

の
両
立
は
並
大
抵
の
努
力
、
生
半
可
な
気
持
ち

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
部
員
た
ち
の
姿
勢

は
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
私
た
ち
に
力
を
与

え
て
く
れ
ま
す
し
、
熱
い
気
持
ち
に
感
化
さ
れ
て

他
の
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
ス
ポ
ー
ツ
の
第
一
線
で
戦
う
選
手
た

ち
は
、
体
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
高
い
集
中
力

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
仕
事
で
も
成
果
が
あ
が

る
の
で
し
ょ
う
。
私
の
場
合
は
性
格
な
の
で
し
ょ

う
か
、
と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
で
一
度
始
め
る
と

夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
。
言
葉
は
悪
い
で
す
が
、

明
確
な
目
標
も
持
た
ず
に
ふ
ら
ふ
ら
と
入
っ
た
大

学
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
夢
中
に
な
り
、
会
社

に
入
っ
て
か
ら
は
指
導
す
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ

た
。
選
手
を
育
て
、そ
う
し
た
選
手
が
活
躍
し
て
、

そ
し
て
試
合
に
勝
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
く

て
、
今
も
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

分
野
は
違
い
ま
す
が
、
企
業
を
率
い
る
、
部
下

を
育
て
る
と
い
う
点
で
頭
取
は
い
か
が
で
す
か
。

頭
取
：
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
チ
ー
ム
を
指
揮
す
る
姿

を
拝
見
し
て
い
て
、
強
い
組
織
を
つ
く
る
と
い
う

点
で
、
部
下
を
叱
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。
部
下
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
は
、
時
に
厳
し
く
叱
る
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
要
素
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
叱
る
た
め

に
は
実
に
パ
ワ
ー
が
要
る
。
反
発
さ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
し
、
叱
っ
た
部
下
へ
の
影
響
を
す
べ
て

引
き
受
け
る
覚
悟
が
要
る
。「
叱
る
」
と
い
う
行

為
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
部
下
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
う
こ
と
が
自
然
と
で
き
て
い
る
組
織

は
強
い
と
思
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
そ
の
溢

れ
る
情
熱
を
パ
ワ
ー
に
換
え
て
叱
っ
て
、
選
手
を

伸
ば
し
チ
ー
ム
を
鍛
え
上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
そ
う
で
す
ね
、
外
国
人
選
手
か
ら

「
ク
レ
イ
ジ
ー
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
怒
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
随
分
時

間
が
経
ち
、
若
い
頃
は
選
手
の
欠
点
ば
か
り
目

に
付
い
て
い
た
も
の
が
、
年
を
と
っ
て
か
ら
は
反

対
に
良
い
部
分
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
外
か
ら
は
怒
っ
て
ば
か
り
の
よ
う
に
見

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
駄

目
で
、
や
は
り
褒
め
な
け
れ
ば
選
手
は
育
た
な

い
。
昔
は
ア
メ
リ
カ
の
指
導
者
が
す
る
よ
う
に
選

手
を
褒
め
る
の
が
照
れ
く
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、

　

1940年秋田県男鹿市生まれ。
指導者として高校、実業団、ナ
ショナルチームの監督を歴任。
ｂｊリーグでは、浜松･東三河
フェニックスで２シーズン連続
優勝、最優秀コーチも２年連
続受賞。2011ｰ2012シーズン
から地元秋田で指揮を執る。
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今
は
歯
の
浮
く
よ
う
な
台
詞
も
出
て
き
ま
す
。

頭
取
：
大
変
失
礼
で
す
が
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
選
手
を
褒
め
て
い
る
姿
が
な

か
な
か
想
像
で
き
ず
、
今
日
は
選
手
育
成
の
裏

側
と
い
い
ま
す
か
、
強
い
チ
ー
ム
作
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
す
。

秋
田
は
も
っ
と
元
気
に
な
れ
る

中
村
Ｈ
Ｃ
：
１
年
間
チ
ー
ム
を
指
揮
し
て
み
て
、

「
秋
田
の
県
民
性
」
に
対
す
る
認
識
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。「
秋
田
の
人
間
は
消
極
的
で
、
感

情
を
表
に
出
さ
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。我
々

は
全
国
各
地
へ
遠
征
し
て
各
チ
ー
ム
と
対
戦
す

る
わ
け
で
す
が
、
秋
田
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
応
援

や
盛
り
上
が
り
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベル
で
す
。

会
場
が
震
え
る
く
ら
い
本
当
に
盛
り
上
が
る
。

全
国
で
こ
れ
ほ
ど
の
燃
え
方
を
す
る
ブ
ー
ス
タ
ー

は
秋
田
だ
け
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
こ
れ
だ

け
一
体
と
な
れ
る
な
ら
、
他
の
分
野
で
も
秋
田
は

も
っ
と
元
気
に
な
れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

頭
取
：
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
か
ら
力
強
い
言
葉
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
大
変
心
強
く
思
い
ま

す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
進
展
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
な
ど
秋

田
県
経
済
は
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
我
々
は
地
域
金
融
機
関
で
す
か
ら
、
こ

う
し
た
環
境
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
元
企
業

を
金
融
面
か
ら
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

他
の
地
域
に
勝
る
優
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
将
来
を
見
据
え
て
、
地
域
経
済
を
引
っ

張
っ
て
い
く
よ
う
な
成
長
産
業
を
育
て
、
経

済
的
な
強
さ
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
う
し
た
経
済
の
面
で
も
、
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
が
当
地
に
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
私
自
身
も

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
田
の
地
に
、
秋

田
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
株
式
会
社
と
い
う

新
し
い
企
業
が
で
き
て
、
そ
の
チ
ー
ム
が
こ
う

し
て
多
く
の
ブ
ー
ス
タ
ー
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

秋
田
に
と
っ
て
こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
に
と
っ
て
も
、
あ

の
ブ
ー
ス
タ
ー
の
大
声
援
に
触
れ
て
、
こ
の
年

に
な
っ
て
も
地
元
秋
田
で
指
揮
が
で
き
る
。
こ

れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

頭
取
：
秋
田
の
将
来
を
展
望
す
る
と
き
、
や
は

り
次
の
世
代
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
取
組
み
が
非
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常
に
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
行
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
金
融
や
経
済
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
う
「
金
融
経
済
教
育
」、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
開

催
な
ど
、
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
本
業
と

は
異
な
る
分
野
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
教
え
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は

ど
う
い
っ
た
お
考
え
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
実
は
、
浜
松
に
い
た
私
が
秋
田
に

戻
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
大
震
災
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
京

よ
り
西
で
は
何
の
影
響
も
な
か
っ
た
。
実
感
も

な
け
れ
ば
、
周
囲
の
誰
も
が
こ
の
出
来
事
に
無

関
心
な
よ
う
に
思
え
て
、
い
て
も
た
っ
て
も
い

ら
れ
な
く
な
り
、
急
に
「
地
元
に
戻
ら
な
け
れ

ば
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と
。
そ
う
し
て
秋
田

に
戻
っ
て
か
ら
は
、
チ
ー
ム
を
指
揮
す
る
か
た

わ
ら
、
休
日
を
利
用
し
て
か
つ
て
合
宿
で
お
世

話
に
な
っ
た
陸
前
高
田
市
を
訪
問
し
て
子
ど
も

た
ち
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
震

災
で
ご
家
族
を
亡
く
し
た
子
ど
も
も
い
た
り
す

る
の
で
す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
る
間
は
夢

中
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

に
一
心
に
打
ち
込
む
時
間
だ
け
は
恐
ら
く
つ
ら

さ
も
忘
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
時
間
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

頭
取
：
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
い
う
激
務
を
務
め
な
が

ら
の
ご
活
動
に
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
最
後

に
来
季
に
向
け
た
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
村
Ｈ
Ｃ
：
ま
ず
は
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
秋

田
に
は
こ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
る
ブ
ー
ス
タ
ー
が

い
ま
す
か
ら
、
一
番
に
な
っ
た
ら
ど
れ
ほ
ど
凄
い

か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に
応
援
し
て

く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た

ち
に
は
優
勝
す
る
義
務
が
あ
る
。
選
手
に
は
、

「
秋
田
の
ブ
ー
ス
タ
ー
を
早
く
日
本
一の
チ
ー
ム

の
ブ
ー
ス
タ
ー
に
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。

そ
の
責
任
が
お
前
た
ち
に
は
あ
る
ん
だ
」
と
口

う
る
さ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
勝
負
に

こ
だ
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

頭
取
：
来
季
の
戦
い
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

当
行
と
し
て
も
引
き
続
き
可
能
な
限
り
の
応
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し
て
我
々
も
、「
秋

田
の
た
め
に
」、「
お
客
様
の
た
め
に
」
と
い
う

熱
い
気
持
ち
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に

負
け
な
い
く
ら
い
熱
い
情
熱
を
持
っ
て
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
日
は

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
対
談
は
平
成
24
年
５
月
22
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

あきぎんPresents 「エスコートキッズ」秋田銀行女子バスケットボール部によるバスケットボールクリニック（鹿角市）
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赤
れ
ん
が
館
の
前
に
石
碑
が
あ
る
。

　
「
秋
田
県
里
程
元
標
跡
」。

　

江
戸
時
代
の
主
要
街
道
を
も
と
に
し
て
、

明
治
６
年
、
東
京
・
日
本
橋
と
京
都
・
三
条

大
橋
に
街
道
の
基
点
と
な
る
「
里
程
元
標
」

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
秋
田
県
内
の

諸
街
道
に
お
い
て
、
距
離
を
測
る
際
に
基
点

と
な
る
「
里
程
元
標
」
が
置
か
れ
た
の
が
こ

の
赤
れ
ん
が
館
の
あ
る
大
町
の
地
だ
。

　

も
と
も
と
江
戸
時
代
に
は
、
久
保
田
城
下

に
お
い
て
商
業
と
交
通
の
中
心
だ
っ
た
場
所
。

秋
田
に
転
封
さ
れ
た
佐
竹
氏
が
最
初
に
入
っ

た
土
崎
か
ら
、寺
内
、八
橋
、鉄
砲
町
、通
町
、

そ
し
て
町
人
町
で
あ
る
こ
の
地
を
通
っ
て
い
た

の
が
「
羽
州
街
道
」。
当
時
大
町
は
そ
の
中
心

　

秋
田
駅
か
ら
歩
い
て
約
15
分
、
竿
燈
大
通

り
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
。
茶
町
通
り
と
川
反
通
り

と
の
あ
い
だ
に
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
赤
煉
瓦

造
り
の
洋
風
建
築
が
あ
る
。

　

旧
秋
田
銀
行
本
店
で
あ
る
「
赤
れ
ん
が
館
」

（
国
の
重
要
文
化
財
）。

　

明
治
45
年
に
建
築
さ
れ
て
か
ら
、
銀
行
と
し

て
、
郷
土
館
と
し
て
、
秋
田
の
街
の
歴
史
を

語
り
継
ぐ
よ
う
に
、
い
ま
も
時
を
刻
ん
で
い
る
。

❶ ❶ ❶ ❶❷

❶

Since 1912
Akarenga-kan Museum

秋田の移り変わりを見守り続ける

秋田県里程元標跡秋田県里程元標跡
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で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
活
気
に
あ
ふ
れ
た
地
に
銀
行
が
で
き

た
の
は
、
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
明

治
45
年
、
旧
店
舗
か
ら
赤
煉
瓦
造
り
の
華
麗

な
洋
風
建
築
に
姿
を
変
え
た
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
た
華
麗
な

外
観
。
男
鹿
石
の
土
台
に
、
白
色
の
磁
器
タ

イ
ル
と
深
み
の
あ
る
赤
煉
瓦
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
美
し
さ
│
。
県
内
外
か
ら
木
材
や
石
材
を

運
び
込
み
、
３
年
の
月
日
を
か
け
て
建
築
さ

れ
た
旧
秋
田
銀
行
は
、
当
時
の
ど
の
建
築
物

と
比
べ
て
も
劣
る
こ
と
の
な
い
素
晴
ら
し
さ

だ
っ
た
。

　
か
つ
て
営
業
室
と
し
て
使
わ
れ
、
多
く
の
顧

客
が
訪
れ
て
い
た
ホ
ー
ル
は
透
き
通
る
よ
う
な

白
壁
が
包
み
込
む
。
高
さ
９
メ
ー
ト
ル
も
の
吹

き
抜
け
は
、
三
角
形
を
基
本
に
部
材
を
結
合

さ
せ
る
ト
ラ
ス
工
法
で
構
成
さ
れ
、
天
井
を

支
え
る
柱
は
一
本
も
な
い
。
腰
壁
の
緑
色
蛇
紋

岩
や
暖
炉
の
霰
石
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、
手
す
り

や
窓
口
、
大
理
石
の
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
が
銀
行

時
代
の
面
影
を
漂
わ
せ
、
積
み
重
ね
て
き
た

時
間
の
重
み
が
壮
麗
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

　

築
１
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
多
く
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時

代
の
名
残
を
と
ど
め
た
街
に
息
づ
く
赤
れ
ん

が
館
は
、
こ
れ
か
ら
も
街
の
未
来
を
見
続
け

て
い
く
だ
ろ
う
。

地 域 情 報

❶【赤れんが館】ルネサンス様式を基調とした華麗な外観が目を
引く。白色の磁器タイルと深みのある赤煉瓦の美しいコントラス
トに、切り石積みの男鹿石がストライプを描く。

❺【旧営業室】白壁が包み込む吹き抜けのホールにはバロック様
式を取り入れた装飾が随所に見られ、特に天井に施された石こ
うのレリーフが美しい。2階にはホール全体を囲むように回廊が
めぐらされている。

❷【階段】国産の白大理石を使った階段が優雅な雰囲気を醸す。
　2階の旧貴賓室、旧会議室へと導く。

❸【旧貴賓室】当時の秋田銀行にとって最も大切なお客様を招き
入れたであろう貴賓室。格天井や寄木張りの床、象嵌をあしらっ
た欅の扉など、秋田の粋を集めた装飾は見逃せない。

❹【旧行章】秋田銀行設立当初の行章が貴賓室内に展示されて
いる。「秋田」の文字がモチーフ。

■赤れんが郷土館
〒010-0921 秋田市大町三丁目３番21号
☎018-864-6851
http://www.city.akita.akita.jp/city/ed/ak/

:
:
：

：

観覧時間
休 館 日
観 覧 料

交 　 通

◎
◎
◎

◎

午前９時３０分～午後４時３０分
年末年始（１２月２９日～１月３日）、展示替期間
一般（高校生、大学生を含む）
　　個人／１人２００円
　　団体（２０人以上）／１人１６０円
　　中学生以下無料
中央交通バス/交通公社前下車徒歩１分

広小路

千秋公園

仲小路
竿燈大通り

中央通り

旭
川

川
反
通
り

至
能
代

至
大
曲
・
本
荘

J
R
秋
田
駅

赤れんが館

❶❺ ❶❹ ❶❸ ❶

❶❶

秋田県里程元標跡
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不良債権への対応

11.86
11.73

11.38

11.00
10.79

51

36

55

25

70

33

不良債権への対応業績ハイライト AKITA BANK REPORT 2012

1,000

400
平成24年
3月末

平成22年
3月末

4.394.39

636

4.244.24

平成23年
3月末

619

4.574.57

7.00

1.00

500 2.00

600 3.00

700 4.00

800 5.00

900 6.00

618

不良債権比率 金融再生法開示債権

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）1.1％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ＋Ｃ）＝（Ｄ）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

171

444

3

618

171

348

1

520

50

268

1

319

121

81

0

201

100.00

78.31

42.90

84.12

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆3,964億円
95.7％

（単位：億円）

（％）

0.1％

3.1％

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

平成24年3月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取
り組んでおります。具体的には、本部内に設置している
「企業経営支援室」をはじめ、各営業店において企業の
経営改善に向けた各種支援活動を積極的に行っており
ます。
　平成24年３月期については、不良債権処理費用が減
少したこと、貸倒引当金の戻入益を計上したことから、
与信費用は前期比49億円減少し0億円となりました。
　また、平成24年3月末の不良債権額（金融再生法開
示債権ベース）は６18億円ですが、この不良債権が将
来回収不能となった場合の備えである保全額（貸倒引

当金、担保・保証）は５20億円であり、その保全率は
84.12％と、高い水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要
管理債権は、現在事業を継続されているお取引先への
債権ですので、すべてが回収不能に至るものではありま
せん。仮に、金融再生法開示債権がすべて回収不能に
なった場合、追加で必要な不良債権処理費用は98億
円（金融再生法開示債権６18億円－保全額５20億
円）ですが、「利益剰余金」（935億円）だけでも十分対
応可能です。　

60

40

20

0

-20

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：％）

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成24年
3月期

不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

与信費用

■ 償却・引当の状況

■ 金融再生法開示債権の状況

■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

43

6
0

49 51

-2

0

49

11

0

11

0

用
語
解
説

22
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コア業務純益（※）…92億円 ■ コア業務純益の推移

（単位：億円）

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成24年
3月期

【コア業務純益】

　コア業務純益は、前年のシステム移行にともなう負担の減少
のほか、コスト低減への取組みにより経費が減少したことか
ら、前期比12億円増加し、92億円となりました。

経常利益…70億円 当期純利益…33億円

　経常利益は、貸倒引当金の戻入益を計上するなど、与信関係
費用が好転したことから、前期比15億円増加し、70億円と
なりました。
　また、当期純利益は、前期比8億円増加し、33億円となりま
した。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利
益である「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する
「一般貸倒引当金繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、
「銀行の基本的な利益」を示します。

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期優先債務につい
て格付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行
の財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支
払われる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断
し、その結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に
位置するほど安全性が高いとされています。

自己資本比率（単体）…11.38％
Tier （※）比率（単体）…10.79％

　自己資本比率は、前年同期末比0.35ポイント低下し、
11.38％となりましたが、国内基準行に求められる4％を大
きく上回っております。
　また、自己資本の内訳についても、劣後債等による調達は
行っておらず、Tier は普通株と剰余金による構成となってお
り、健全性は十分に保たれております。

【Tier 】用
語
解
説

　自己資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金等の基本的項目（Tier ）と、劣後債、一般貸倒引当金等の補完的項目（Tier ）で構成され
ています。Tier 比率とは、基本的項目のみで算出した比率で、一般的にこの比率が高い場合「自己資本の質が高い」と言われております。
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80
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0

80

92

■ 単体自己資本比率・Tier 比率の推移

（単位：％）

平成22年
3月末

平成23年
3月末

平成24年
3月末
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10.7910.79

■ 経常利益と当期純利益の推移

（単位：億円）
経常利益

単体自己資本比率 Tier 比率

当期純利益

80

60

40

20

5151

3636

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成24年
3月期

0

5555

2525

7070

3333

+-A

AAA
+-AA

+- BBB
+-BB
+-B

CCC
CC
C
D

+A
当行の格付け

安
全
性

高い

低い

4.39 4.24
4.57
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預金・預り資産の状況業績ハイライト AKITA BANK REPORT 2012

預金の状況

預り資産（※）残高の推移

■ 預金残高

■ 秋田県内シェア（金融機関別） ■ 預金者別 ■ 県内外別

（単位：億円）

平成22年
3月末

平成23年
3月末

平成24年
3月末

　預金・譲渡性預金は、個人預金、法人預金のほか、地公体か
らの預金なども好調に推移し、前年同期末比1,154億円増加
し、２兆3,885億円となりました。
　平成２4年３月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は90.4％となっております。
　また、預金残高の秋田県内におけるシェアは、５6.7％と高
い水準を維持しております。

24,000

12,000

16,000

20,000

0

21,98921,989

15,904

23,885

15,54615,546

22,73122,731

15,05115,051

預金・譲渡性預金 うち個人預金

1,200

1,000

800

600

400

200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

0
平成23年3月末平成22年3月末 平成24年3月末

（単位：億円）

1,9891,989 2,0362,036

公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産は、生命保険契約高が順調に増加したこ
とから、前年同期末比20億円増加し、2,056億円
となりました。

他行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・信用金庫・信用組合
譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●
●

平成24年3月末 平成24年3月末 平成24年3月末

当行
56.7％

他行
34.4％

その他
8.9％

法人
4,959億円
（20.8％）

個人
15,904億円
（66.6％）

その他
3,022億円
（12.6％）

秋田県外
2,290億円
（9.6％）

秋田県内
21,595億円
（90.4％）

県内預金内訳

■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　預金のほか公共債、投資信託、生命保険など金融商品を
総称して「預り資産」と呼びます。また、個人年金保険、一
時払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

698698

577577

713713

632632

586586

817817

527527

553553

975975
2,0562,0563,310

3,120

2,798

3,039

うち個人
14,613億円
（67.7％）

うち法人
4,008億円
（18.5％）

その他
2,974億円
（13.8％）
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個人ローンの状況

21,989

15,546

22,731

15,051

貸出金の状況 ■ 貸出金残高

（単位：億円）

平成22年
3月末

平成23年
3月末

平成24年
3月末

　貸出金は、事業先向け貸出金および個人向け貸出金が増加
したことを主因として、前年同期末比500億円増加し、１兆
4,472億円となりました。
　平成２4年３月末における貸出金残高に占める中小企業等
向け貸出金の割合は56.5％となっております。
　また、貸出金残高の秋田県内におけるシェアは、51.2％と
高い水準を維持しております。

15,000

7,000

9,000

11,000

13,000

0

13,767

8,174

14,472

8,049

13,972

8,217

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

1,989 2,036

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

■ 個人ローンの推移

■ 貸出先別 ■ 県内外別
平成24年3月末 平成24年3月末 平成24年3月末

当行
51.2％

他行
40.3％

その他
8.5％

個人向け
3,304億円
（22.8％）

地方公共団体向け
2,754億円
（19.0％）

その他
3,545億円
（24.5％）

秋田県外向け
4,246億円
（29.3％）

中小企業向け
4,869億円
（33.7％）

秋田県内向け
10,226億円
（70.7％）

県内向け貸出金内訳

中小企業等向け貸出金
（56.5％）

　個人ローンは、住宅ローンが前年同期末比52億
円増加したことを主因として、前年同期末比60億
円増加いたしました。

※　従来、アパートローンにつきましては
住宅ローンに含めておりましたが、平
成22年度から事業先貸出として取り
扱っております。

698

577

713

632

586

817

527

553

975
2,056

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成23年3月末（※）平成22年3月末 平成24年3月末

（単位：億円）

3,3103,310

3,1203,120

個人ローン うち住宅ローン

2,979

2,7982,798

3,0393,039

2,850

他行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●

うち個人向け
3,106億円
（30.4％）

うち中小企業向け
3,572億円
（34.9％）

その他（地公体ほか）
3,548億円
（34.7％）
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鹿角郡

大仙市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

青森県

岩手県

宮城県

福島県

新潟県

東京都

営業時間：平日9：00～19：00（祝日は休業） 土曜・日曜10：00～16：00
※12月31日～1月3日は休業

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋　

小 坂 支 店

大 曲 支 店

大曲駅前支店

角間川支店

協 和 支 店

刈和野支店

神宮寺支店

長 野 支 店

角 館 支 店

田沢湖支店

六 郷 支 店

横 手 支 店

横手条里支店

浅 舞 支 店

十文字支店

増 田 支 店

湯 沢 支 店

稲 川 支 店

西馬音内支店

本 荘 支 店

本荘駅前支店

岩城町支店

矢 島 支 店

仁賀保支店

金 浦 支 店

象 潟 支 店

八 戸 支 店

青 森 支 店

弘 前 支 店

盛 岡 支 店

仙 台 支 店

仙台南支店

福 島 支 店

郡 山 支 店

いわき支店

郡山北支店

郡山南支店

新 潟 支 店

東 京 支 店

（0186）29-2121

（0187）63-1321

（0187）63-1315

（0187）65-2211

（018）892-3114

（0187）75-1005

（0187）72-3111

（0187）56-4116

（0187）53-3111

（0187）43-1311

（0187）84-1011

（0182）32-3150

（0182）32-2081

（0182）24-0550

（0182）42-0081

（0182）45-5271

（0183）73-3111

（0183）42-3100

（0183）62-1131

（0184）22-0921

（0184）24-3363

（0184）73-3311

（0184）55-3122

（0184）35-2525

（0184）38-2150

（0184）43-5456

鹿角郡小坂町小坂鉱山字栗平25番5

大仙市大曲須和町一丁目1番3号

大仙市大曲通町7番14号

大仙市角間川町字東本町70番地

大仙市協和境字野田92番地

大仙市字刈和野183番地

大仙市神宮寺字本郷野76番地の9

大仙市長野字柳田48番地

仙北市角館町田町上丁5番地の18

仙北市田沢湖生保内字街道ノ上96番地の1

仙北郡美郷町六郷字上町63番地

横手市田中町1番3号

横手市条里一丁目12番21号

横手市平鹿町浅舞字浅舞246番地の1

横手市十文字町字本町9番地の2

横手市増田町増田字石神84番地の2

湯沢市柳町二丁目1番48号

湯沢市川連町字平城下14番地の3

雄勝郡羽後町西馬音内字本町33番地の1

由利本荘市大町35番地

由利本荘市花畑町四丁目39番地

由利本荘市岩城内道川字新鶴潟3番地の4

由利本荘市矢島町七日町字七日町43番地の4

にかほ市平沢字旭町5番地

にかほ市金浦字堀切51番地の1

にかほ市象潟町字四丁目塩越69番地の3

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

八戸市大字八日町25番地

青森市新町二丁目5番11号

弘前市大字代官町26番地の1

盛岡市中央通二丁目2番1号

仙台市青葉区中央三丁目2番1号

仙台市太白区長町八丁目22番1号

福島市大町3番30号

郡山市中町14番29号

いわき市平字一町目16番地

郡山市桑野三丁目12番38号

郡山市安積町荒井字石樋83番地の4

新潟市中央区万代四丁目1番2号

東京都中央区京橋三丁目13番1号

秋田市山王三丁目2番1号 本店営業部1F

大館市片山町二丁目3番12号 大館西支店内

能代市字寿域長根54番地の13 能代南支店内

大仙市大曲須和町一丁目1番3号 大曲支店内

横手市条里一丁目12番21号 横手条里支店内

由利本荘市大町35番地 本荘支店内

（0178）43-5121

（017）777-6221

（0172）34-3240

（019）624-3221

（022）225-8541

（022）246-3711

（024）522-4175

（024）932-6400

（0246）23-1051

（024）922-6800

（024）946-0211

（025）243-5041

（03）3567-8411

　　　＋

　　　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

　　　＋

土日　＋

土日　＋

　　　＋

　　　＋　＋　

北海道
札 幌 支 店

旭 川 支 店

札幌市中央区南1条西四丁目13番地日之出ビル5階

旭川市四条通九丁目1704番地の2

（011）241-9291

（0166）23-9111

　　　＋

　　　＋

＋

外両

外両

外両

外両

外両

サービスセンターほか
お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

モ ビ ッ ト 受 付 セ ン タ ー

ダイレクトバンキングセンター

インターネットバンキングセンター

ク レ ジ ット カ ー ド セ ン タ ー

E B セ ン タ ー

C D・A T M 照 会 セ ンタ ー

（財）　秋　田　経　済　研　究　所

（018）863-1212（平日9:00～17:00）

　 （0120）723-860（7:00～23:00）

　 （0120）889-186（平日9:00～19:00）

　 （0120）599-506（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-063（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-956（平日9:00～17:00）

　 （0120）646-310（平日9:00～17:00）

（018）823-8891（休日・営業時間外）

（018）863-5561（平日9:00～17:00）

パーソナルプラザ
本 店

大 館

能 代

大 曲

横 手

本 荘

（0120）804-874

（0120）804-540

（0120）804-778

（0120）804-654

（0120）804-225

（0120）804-323
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店舗ネットワーク

南通りエリア

本店・八橋エリア

新屋エリア

秋田東エリア

泉・寺内エリア

土崎エリア

秋田市 潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

鹿角市

本店営業部

八 橋 支 店

秋田市役所支店

県 庁 支 店

山 王 支 店

大 町 支 店

秋 田 支 店

秋田駅前支店

南通り支店

楢 山 支 店

馬口労町支店

新 屋 支 店

割 山 支 店

泉中央支店

泉 支 店

寺 内 支 店

外旭川支店

手形北支店

広 面 支 店

秋田東中央支店

手 形 支 店

明 田 支 店

桜 支 店

卸 町 支 店

牛 島 支 店

大 住 支 店

御野場支店

御所野ニュータウン支店

土 崎 支 店

将軍野支店

港 北 支 店

河 辺 支 店

雄 和 支 店

追 分 支 店

天 王 支 店

大久保支店

男 鹿 支 店

北浦出張所

船 越 支 店

五城目支店

大 潟 支 店

能 代 支 店

能代駅前支店

能代南支店

二ツ井支店

鹿 渡 支 店

八 森 支 店

藤 里 支 店

鷹 巣 支 店

阿仁合支店

大 館 支 店

大館駅前支店

大館西支店

田 代 支 店

比 内 支 店

花 輪 支 店

毛馬内支店

大 湯 支 店

店　舗

店舗外

（平成24年6月30日現在）

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土日★＋

土日　＋

土　　＋

土日　＋

土　　＋　　

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋

土日　＋　＋　

（018）873-5455

（018）878-9211

（018）877-2122

（0185）23-3141

（0185）33-2135

（0185）35-2211

（018）852-3120

（0185）45-2871

（0185）52-7131

（0185）52-3211

（0185）54-6600

（0185）73-3026

（0185）87-3115

（0185）77-3111

（0185）79-1115

（0186）62-1451

（0186）82-3210

（0186）42-2255

（0186）42-1950

（0186）49-3151

（0186）54-3355

（0186）55-2525

（0186）23-3003

（0186）35-3041

（0186）37-2230

（018）863-1212

（018）866-0161

（018）862-3623

（018）860-3574

（018）824-3211

（018）823-3131

（018）862-3871

（018）833-8336

（018）832-4167

（018）834-5745

（018）823-3165

（018）828-2233

（018）823-3788

（018）864-7421

（018）863-2621

（018）845-6556

（018）868-4111

（018）833-6831

（018）835-8551

（018）836-5522

（018）834-2171

（018）835-6651

（018）834-1171

（018）862-1751

（018）834-4531

（018）834-1155

（018）839-0641

（018）826-1771

（018）845-0101

（018）846-4620

（018）846-3001

（018）882-2011

（018）886-2288

秋田市山王三丁目2番1号

秋田市八橋本町三丁目19番26号

秋田市山王一丁目1番1号（秋田市庁舎内）

秋田市山王四丁目1番1号（秋田県庁舎内）

秋田市山王六丁目3番16号

秋田市大町二丁目4番44号

秋田市大町五丁目4番25号

秋田市中通四丁目5番6号

秋田市中通六丁目3番15号

秋田市南通みその町7番18号

秋田市旭南三丁目5番3号

秋田市新屋扇町12番29号

秋田市新屋勝平町2番19号

秋田市泉中央一丁目3番8号

秋田市泉南三丁目17番23号

秋田市寺内堂ノ沢三丁目1番12号

秋田市外旭川八柳三丁目14番52号

秋田市手形字上川原13番地の1

秋田市広面字蓮沼93番地

秋田市広面字谷地田89番1

秋田市手形字山崎110番地の3

秋田市東通仲町2番9号

秋田市桜二丁目16番12号

秋田市卸町三丁目2番8号

秋田市牛島東一丁目11番1号

秋田市大住三丁目3番51号

秋田市仁井田本町五丁目11番3号

秋田市御所野地蔵田一丁目1番3号

秋田市土崎港中央三丁目3番11号

秋田市土崎港東二丁目11番40号

秋田市土崎港北四丁目10番15号

秋田市河辺和田字北條ヶ崎12番地の4

秋田市雄和妙法字上大部128番地の2

潟上市天王字追分20番地の1

潟上市天王字二田219番地の113

潟上市昭和大久保字虻川境3番地の10

男鹿市船川港船川字栄町27番地

男鹿市北浦北浦字北浦100番地

男鹿市船越字船越292番地

南秋田郡五城目町字下夕町229番地

南秋田郡大潟村字中央2番地の12

能代市上町8番17号

能代市畠町11番18号

能代市字寿域長根54番地の13

能代市二ツ井町字三千苅80番1

山本郡三種町鹿渡字片カリ橋236番

山本郡八峰町八森字中浜60番地の3

山本郡藤里町藤琴字藤琴51番地

北秋田市花園町2番29号

北秋田市阿仁銀山字下新町33番地

大館市字大町19番地

大館市御成町二丁目18番38号

大館市片山町二丁目3番12号

大館市早口字上野45番地の10

大館市比内町扇田字上扇田80番地の3

鹿角市花輪字下花輪1番地の1

鹿角市十和田毛馬内字毛馬内121番地の1

鹿角市十和田大湯字中田10番地の13

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋　

＋

＋

　…平日19時まで営業している店舗
　 …外貨両替取扱店
土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー（土曜日が祝日でもご利用いただけます。）
日 …日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー
★…休日19時まで稼働キャッシュサービスコーナー
＋…視覚障害者用ATM設置コーナー
　 …通帳繰越機能付ATM設置コーナー

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

本支店
出張所
計
キャッシュサービスコーナー 

98
1
99
169
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＋
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＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋
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＋
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＋
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＋

＋

＋
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＋

＋
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＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

ATM業務提携
 ＋

◉　　お引出し手数料無料の金融機関（当行キャッシュカードをご利用の場合）

秋 田 信 用 金 庫
羽 後 信 用 金 庫
秋田県信用組合
ＪＡバンクあきた

青 森 銀 行
岩 手 銀 行

　「とくだね倶楽部」は、当行とのお取引
内容をポイントに換算し、ポイント合計
によって特典が追加されるポイント
サービスです。
　ATMの利用手数料をはじめ、各種
手数料や金利がお得になるほか、カタ
ログギフトのプレゼントなどもご用意
しております。入会金、年会費等は一切
かかりません。窓口、ATMで入会およ
びポイント確認ができます。

サービス内容／お引出し・お振込（JAバンクあきたを除く）・残高照会　※時間外利用、お振込には各金融機関所定の手数料がかかります。

サービス内容／お引出し・お預入れ・お振込（セブン銀行を除く）・残高照会　※ご利用には所定の手数料がかかります。（残高照会を除く）
（注）ＡＴＭの営業時間等は、提携機関、ＡＴＭコーナーによって異なります。詳しくは、各機関のホームページ等によりご確認ください。

「とくだね倶楽部」で
手数料がお得に！

入会金、年会費は 無料！

ローソンATM
全国 約9,200か所 全国 約11,700か所 全国 約15,400か所

◉ 当行キャッシュカードで全国約36,300か所のコンビニＡＴＭがご利用いただけます

プレミアム
ステージ

ステージ
3

ステージ
2

ステージ
1

3点～ 10点～ 18点～ 23点～

※詳しくは、当行ホームページまたは窓口でご確認いただけます。

ローン金利の割引（点数によって「割引率」アップ）

カタログギフト
5千円相当

プレゼント（年1回）

貸金庫手数料などの割引

ATM振込手数料割引
（点数によって「割引率」アップ）

コンビニATM利用手数料割引
（点数によって「割引率」アップ）

ATM時間外手数料が無料
（当行ATM）

例えば…
・給与振込

・Only One
クレジット

・公共料金
（電気・ガス・水道）

5点

3つで3点

2点

合計10点

ポイントが増えれば 特典が増える！

（ファミリーマート等に設置）
E - n e t ATM

（セブン-イレブン等に設置）

「とくだね倶楽部」とは？
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株式会社 秋田銀行　The Akita Bank, Ltd．
秋田県秋田市山王三丁目２番１号
明治１２年（１８７９年）１月
2兆5,893億円
2兆3,885億円
1兆4,472億円
141億円
193,936千株
11.38％（国内基準）
A+（JCR）
1,527名
本支店・出張所99か所（秋田県内84、秋田県外15）

名 称
本 店 所 在 地
創 　 業
総 資 産
預金・譲渡性預金
貸 出 金
資 本 金
発 行 済 株 式 数
自 己 資 本 比 率
長 期 格 付
従 業 員 数
店 舗 数

Profile

ATMネットワーク

秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

秋田市庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

保戸野

いとく新国道店

高陽

サンライフ秋田

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

イオン御所野店

イオンモール秋田

フレスポ御所野

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

茨島

ナイス割山店

公立美術工芸短期大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく将軍野店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

土崎南

イオン土崎港店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市天王庁舎

マックスバリュ天王店

潟上市昭和庁舎

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

能代市役所

いとく通町店

イオン能代店

能代工業団地

コメリ能代店

テラタ向能代店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

いとく能代南店

島田病院

山本地方総合庁舎内

いとく二ツ井ショッピングセンター

　　　＋

　　　＋

　　　＋

　　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★＋

土日

土日★

土

土日　＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土　　

土

土日★＋

土日★

土日★

土日★＋

土　　＋

土日　＋

土日

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★

土日★＋

土日★＋

土日★＋

土　　＋

土日★

　　　＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日★

土日★＋

　　　＋

土日★

土日★＋

土日★＋

土日★

土　　＋

土　　＋

土日★

土日★＋

土　　＋

土日★

土日★

土日★

土日★＋

土　　＋

土　　＋

土日　＋

土日★＋

土日★＋

　　　　　＋

土日　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日★

土日★

土　　＋

土日★

土日★

土日★

　　　＋

土日★＋

土日★＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日★

土日★＋

土日★＋

土日★＋

　　　＋

　　　＋

土日★

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

セイコーインスツル

パワー大曲店

グランマート中通店

仙北総合支所

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

ユーマート大塚店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピータウン

横手西

横手卸センター

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

コメリ本荘出戸町店

マックスバリュ本荘店

グランマート本荘南店

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟

土　　＋

土日　＋

土　　＋

土日★

　　　＋

土日★

　　　＋

土日★＋

土　

土日★＋

土日★＋

土日★＋

土日★＋

土日★

土日★＋

土日★

土※

　　　＋

土日★＋

土日★＋

　　　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日★

土日★

土日★

　　　＋    ＋    

土日★

土日★＋

土※　＋

土日★

土日★

土　　＋

土日★

　　　＋

土日★

土日★

土

土※　＋

土　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★＋

土日★

土日★

土日★＋

土　　＋

土日★＋

土日★＋

土日★

土日★

土日★

　　　＋＋

土日★＋

土日

　　　＋

土日★

土日★＋

土日★

土日★

土日★

土日★

土日★

土日★＋

　　　＋

土日★＋

　　　＋

土日★

土　　＋

土日★

土日★＋

　　　＋

（平成24年6月30日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー

　　（土曜日が祝日でもご利用いただけます。ただし、※は、祝日の場合休業いたします)
日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー　★…休日19時まで稼働キャッシュサービスコーナー
 ＋…視覚障害者用ATM設置コーナー
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REPORT2012

AKITA BANK

◎〈特集〉
憧れをかたちに

◎地域情報
　「赤れんが館 100年のあゆみ」

◎地域経済振興
　「応援します！ 秋田の輝く星」

◎トピックス
　「あきぎんの2011年度」

◎トップメッセージ

◎店舗ネットワーク／ATMネットワーク

◎業績ハイライト

住まいづくりの３ステップ

REPORT2012

秋田銀行 ディスクロージャ－誌〈情報編〉AKITA BANK

◎CSRレポート
対談：中村 和雄 × 藤原 清悦 「秋田はもっと元気になれる」




